
子育て・教育相談 & 学習支援 & 子どもの居場所作り 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

吹田市民公益活動団体 

吹田子ども支援センター 
 

住   所 ：〒565-0851  吹田市千里山西１丁目２−７−１０２ 

阪急関大前駅北改札口西側徒歩 2 分 

事 務 所 兼 居 場 所（子どもカフェ）  

：千里山西郵便局階上２階 ：隣りの１階に４団体共同の応接室（相談室）があります 

電   話  ：０９０－３４６４－０８５０        第１版 201904 



 
 開設以来７年目を迎えました 

２０１３年（Ｈ25）４月、「吹田子ども支援センター」を千里山に開設し、以来６

年間、子ども・親・教員の支援、市民団体や地域住民との

交流などの活動を続けてまいりました。 

７年目を迎えるにあたり、ご支援いただいた皆様方に心

からの感謝を申し上げ、ここに、６年間の活動の概要をご

報告させていただきます。 

 深刻な子どもの姿と親の苦しみ 

 子どもの現実は深刻で、保護者は苦悩し多くの場合孤立しています。私たちは、訴

えを精一杯受け止め、皆様に助力を求め、助言や支援を行ってきました。 

その結果、不登校・引きこもりから光が見えたケース、教育トラブルが解決に至っ

たケースも多くありました。今、支援してきた子どもたちが進学先でも課題に直面し

ており、引き続き具体的な支援にも取り組んでいます。 

しかし一方では、寄せられる相談には社会や家庭、教育が抱える深刻な問題も多く、

個人や当センターだけではとうてい対応できないのが現状です。

そうした中、吹田市の市長・教育長をはじめ行政各機関に、子ど

もを取り巻く厳しい現実を訴え、具体的な施策を求め続けてきま

した。 

 行政に求めてきた支援施策が実現 

私たちの求めの中で、吹田市は、2016 (Ｈ28 ) 度には、貧困家庭の子ども達に対して

は、「生活困窮者の子どもの学習支援教室」を新設し、また市民活動に対しては、「地

域住民居場所づくり活動補助金」制度を新設しました。当センタ

ーも補助金をいただき活動の大きな支えとなっています。 

 相談・子ども支援の件数が増加  

また、６年間の活動の結果、次第に当センターの活動が市民や

市民団体、教育・行政関係者に知られるようになり、相談件数も学習支援件・来室す

      御 礼 と 御 報 告 



子子子 どどど ももも 支支支 援援援 &&&子子子 育育育 ててて ・・・ 教教教 育育育 支支支 援援援 ののの 市市市 民民民 ネネネ ッッッ トトト ワワワ ーーー ククク 作作作 りりり   
不不登登校校・・発発達達障障ががいい（（凸凸凹凹））・・学学力力やや進進路路・・友友人人関関係係・・教教育育トトララブブルル

貧貧困困にによよるる教教育育困困難難なな子子どどももとと親親たたちちへへのの支支援援ななどど  

❶ 子どもの相談を受け、助言や学習支援をすること 

❷ 親・保護者等の子育て・教育の悩み相談を受け、支援をすること 

❸ 教職員の相談を受け支援すること 

❹ 子育て・教育について学び、連携する機会を提供すること 

❺ 市民の手による子育て・教育支援ネットワーク作り 

る子どもの数も多く、スタッフの高齢化、新たなスタッフの確保などの課題も生まれ

てきています。 

新年度も教育相談や居場所活動・学習支援・家庭訪問事業など継続して取り組んで

行きます。 

支援してきた子が、スタッフ・事務局に 

 

最後に嬉しいお知らせがあります。昨年に引き続き、今年も支

援してきました子どもが大学に合格し、新たなスタッフとして加

わり、また今春入学した高校生は、事務を手伝ってくれます。 

子ども達の頑張りに熱い拍手を送ると共に、それを支えたスタ

ッフ達の熱意、当センターを支えてくださった皆様方に心から感謝致します。 

新年度の活動にも引き続き皆様方のあたたかいご支援いた

だければ幸いです。 

 

２０１９年（Ｈ３１）春      代 表 森本英之 

                                元吹田市立第一中学校 校長   

                                元吹田市不登校児童生徒支援員 

                                      元吹田自主夜間中学校 代表 
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活 動 報 告  

 

 

 

 

  活 動 の歩 み 

◆ 2013 年４月１日 千里山（関大前）に開設  

◆ 2013 年５月１日 ホームページを開く「支援                    

111 センターだより」発行 

◆ 2013 年６月Ⅰ日 開所式   

事務所の開所式には、吹田市長、教育長、吹田市議会議員、教育関係者、地域の方々、

サポーター等72 名が駆けつけて下さいました。 

◆ 2013 年10 月7 日  心療内科ショート・デイに協力(毎週木曜日実施) 

◆ 2014 年4 月5 日 総 会 

総会当日には、吹田市長、教育長、国会議員、吹田市議会議員、教育関係者、地域の方々、

サポーター等29 名が駆けつけて下さいました。 

◆ 2014 年5 月1 日 事務所隣りのマンションで「子どもカフェ」開設 

◆ 2014 年10 月18 日 教育講演会、保護者交流会、進路相談会を実施 

◆ 2014 年12 月26 日 大阪府教育センター 研究フォーラムで発表 

◆ 2015 年6 月3 日大阪商工信用金庫より社会福祉賞奨励賞受賞 

◆ 2016 年7 月吹田市より地域住民居場所づくり活動補助金を受ける 

◆ 2017 年7 月吹田市より地域住民居場所づくり活動補助金を受ける 

◆ 2018 年7 月吹田市より地域住民居場所づくり活動補助金を受ける 

◆ 2018 年７月大東市「ふれ愛教育協議会」にて講演 

◆ 2019 年1 月Connections For Children に参画 

 

 

（ 以下の報告は2013/4/1～2019/03/３１現在までをまとめて報告しています） 

◆ 会員・賛助会員・サポーター     １５９人  

◆ 事務所来訪者及び訪問先懇談者    ６９８５人 

◆ ＨＰのアクセス          ２４８４７件   

◆ 電話相談・来所相談         １５７９件 

◆ 子ども相談と学習支援               ４３１５件     
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◆ 市教育委実施「放課後学習指導」に協力  105 回 

◆ 心療内科ショートデイプログラムに協力  48 回 

◆ 講演会や懇談会を実施        ３2 回 ５６4 名   

 

 

 

◆ 事務所は交流の場…地域住民やサポーター来訪   

◆ 地域活動・行事に模擬店出店 

一中校区「たそがれコンサート」 模擬店出店  

「千三地区公民館文化祭」 模擬店出店 

千三地区公民館企画運営委員として参画。 

地区青少年対策会議にオブザーバー参加。         

◆ 地域の子ども達へ…公民館にて「宿題広場」 

「子どもサポート広場」を開設。 

◆ 千三地区公民館の協力（学習室・卓球場の提供など） 

◆ 関西大学・大阪大学関係者との連携 

 

                                 ※ 訪問先は、１人として算出 

 



 

 

 

 

 

 

 

                                                

 

※ 相談の割合は計1263 ケースより算出            ※学習支援の割合は2018年度より算出 
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多くの方々からのサポートをいただき、

活動の継続と支援ネットワークを一層

充実させたいと思っています。 

経済的な事情を抱えた方の支援の配慮

も継続して行っていきたいと願ってい

ます。ご支援をお願いします 
  

   吹田子ども支援センター会員募集 
◆ 正 会 員 入会金1万円 年会費3千円(１口)   

◆ 企業会員 入会金1万円 年会費3万円(1口)  

◆ 賛助会員 入会金なし年会費 3 千円(１口)  

◆ サポーター  入会金な し 年会費 な し 

★ 正会員・企業会員のみ、総会において議決する権

利があります。 

★ 正会員・企業会員・賛助会員・サポーターの皆様

は、事務局の依頼で、活動へのご協力をお願いし

ます。  

★ 総会の案内は、ホームページで お知らせしま

す。 

お振り込みいただける方は、下記までお願いします！  

 

       

       ●  郵便振替 ゆうちよ銀行 千里山西郵便局 ０９９支店  

         ◆ 口座番号 ００９７０－２－１６４７７２(当座） 
          ◆  口座名義 吹田子ども支援センター 

 

収 入 内 訳 

吹田市活動補助金 1000000 

賛助金・寄付 300194 

相談及び学習支援料 575000 

合    計 1875194 

支 出 内 訳 

事務室賃貸料・光熱費 617152  

事務と生活用品・教材 139585  

講師謝礼 5000 

交通費・駐車料金 43400  

電話・郵送・ＨＰ料 55057 

学習指導等人件費 1015000 

合   計 1875194  

    

2018 年度収支報

 

 



 
経経験験豊豊富富なな教教育育やや心心理理のの専専門門家家がが、、アアドドババイイススやや支支援援をを行行いいまますす！！  

先先ずずはは、、当当セセンンタターーのの電電話話ににごご連連絡絡下下ささいい！！    ℡  ０ ９ ０ －３ ４ ６ ４ －０ ８ ５ ０   

 
 

◆ 開館曜日 月～金 ◆ 開館時間 午前１０時～午後５時 

※ 開館日以外でも、時間外でも可能な限り対応します。  

※ 不在の場合もあります。来所前に予約・在室確認の電話を入れてか

らお越し下さい。 

 

                                              

経済的な事情のある方は、ご相談下さい。 

◆ 電話相談       緊急以外は午前１０時～午後８時まで 

◆ 面  談       初回のみ30分以内 無料  

以降１時間以内２000 円  １時間以上３０００円 

◆ 学習支援（家庭訪問）60～90、１２０分間 支援料についてはお問い合わせ下さい。 

◆ 子どもカフェ（ 居場所 ） 利用料についてはお問い合わせ下さい。 

 

● 振込先                 ◆ 口座番号 ００９７０－２－１６４７７２  

● 郵便振替  ゆうちよ銀行   ◆ 口座名義 吹田子ども支援センター 

 

吹田市民公益活動団体   吹田子ども支援センター  
吹田市千里山西１丁目２－７－102 

阪急関大前駅北改札口西側   

千里山西郵便局階上２階 202 号室 

電     話 ：０９０－３４６４－０８５０ 

携帯メ―ル ：s u i t a 0 8 5 0 @ d o c o m o . n e . j p 

ＰＣメール：

s u i t a k o d 0 8 5 0 @ y a h o o . c o . j p 

http://www.suita-kodomosien.org ﾎ ﾑーﾍ゚ ｰｼ゙ ：

子育て・教育相談 & 学習支援 & 子どもの居場所作り 

事 務 所 開 館  曜 日  時 間  

相談・学習支援について 

mailto:suita0850@docomo.ne.jp
mailto:suitakod0850@yahoo.co.jp

